
＜一体的実施事業の取組事例①＞

しごとプラザ琴浦（鳥取県琴浦町）

人材確保に向け町内企業の魅力を発信！

平成31年１月21日

事業開始

○求人事業所から「仕事内容」「自社の魅力」

を直接参加者にアピールする「事業所プレゼ

ン」・「個別面談」を実施【Jobin琴浦】

琴浦町

○ セミナーやイベントの効果的なPR

○ 琴浦商工会の「商工会便り」への

 ＰＲ記事掲載及び会員企業への参

 加勧奨への協力

○ 生保受給者等の求職者の送り出し

ハローワーク倉吉

○ 一般求職者、障がい者、生活保護受給

者、 生活困窮者、ひとり家庭等へのき

め細やかな相談支援

○ 求職者への支援セミナーを毎月開催

○ 魅力ある求人へのアドバイスや積極的

な情報提供

Jobs in琴浦～事業所の魅力を発信～

○ 従業員の採用・定着に関するノウハウやＨＷが

入手した求人条件で重視するポイント等について

伝授する、企業向け「人材確保セミナー」を実施

（雇用管理改善等コンサルタントによる雇用管理

援助についても説明）

○ 求人事業所から「仕事内容」「自社の魅力」を

直接参加者にアピールする「事業所プレゼン」・

「個別面談」を実施

主催：琴浦町、琴浦町商工会、ハローワーク倉吉
（しごとプラザ琴浦）

連携の結果...

しごとプラザ琴浦の利用者数5,066人（前年度4,531人）

効果

【琴浦町】
ハローワークのもつ職業相談・職業
紹介機能及び、求職者とのつながり
を琴浦町の各種行政施策とつなげ、
サービスの向上を図ることができま
した。
今後もお互いの強みを活かしなが
ら、住民サービスの向上と人手不足
などの雇用に係る課題に取り組んで
いきます。

双方の声

①令和６年度実績

②支援事例

・コミュニケーションが苦手な中高年生活困窮者の支援
・事業所閉鎖（100人超離職）で琴浦町等と連携した就職支援
琴浦町は「琴浦町早期再就職支援助成金」を新設し支援 等

【ハローワーク】
しごとプラザ琴浦が開設されて
約6年が経過し琴浦町内在住者の
就職者数も延べ1200人を超えよ
うとしています。
また琴浦町の広報活動や誘導に
より新たな求職相談やセミナーの
参加者も増え一体的実施事業とし
ての効果が得られているものと考
えられます。 

・９事業所が参加
・求職者30名が参加
（うち琴浦町在住者

22名） 

しごとプラザ琴浦
での職業相談の様子
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＜一体的実施事業の取組事例②＞

グッジョブセンターおきなわ（沖縄県）

グッジョブセンターおきなわの入居機関と連携し合同企業説明会を開催

平成24年４月２日

事業開始

沖縄県

○事業所へのイベント参加の声掛け

ハローワーク那覇沖縄県とハローワークの連携

・就職件数 747件（前年度比＋20件）

効果 双方の声連携の結果...

①令和６年度実績

②支援事例

40代女性 転職を検討し相談に来所。
HW：企業説明会への参加勧奨、応募書類添削、面接指導などの支援を実施。
GJC：支援員が企業説明会において、面接時に聞きづらい点等を一緒に確認。
双方支援の結果、紹介の上就職に至る。

企業の魅力発信・施設の知名度向上・求職者の施設利用促進！

【グッジョブセンターおきなわ】 【ハローワーク那覇】

○トークディスカッションの

採用コンサルタントへの声掛け

○各支援機関との総合調整

○「二部制」の合同企業説明会を開催！ ○支援機関と連携し職業相談・職業紹介

○面接希望者への就職支援

○広報ツール（HP・SNS）を活用した周知

○オンラインによる中継

第一部トークディスカッションの様子を、

ハローワークプラザ那覇の待合ブースや県内ハ
ローワークへライブ中継を実施

○広報ツールを活用した周知
HPやSNS、建物外掲示スペースへのポスター掲
示など、広く周知活動を実施

第一部では、採用コンサルタントがファシリテーターとなり、参加企
業とのトークディスカッションを実施。普段聞くことのできない採
用担当者の生の声や企業の魅力などを発信。

第二部では、第一部で醸成された、参加者が積極的に質問できる
空気感のまま企業説明会に移行。支援機関の職員が協力し、ブー
スごとにファシリテーターとして参加、積極的に質問を促すなど、
面接時に聞きづらい事も確認できるようにした。

計3回実施

2月はマザーズ事業と共催

計71名の方が参加

グッジョブセンターおきなわ（沖縄県）
と連携することで、入居する各支援機
関と情報を共有しながら、要支援者に
寄り添った個別支援等を行うことがで
きています。また、合同企業説明会や
セミナーを共同開催して企業の魅力発
信も実施しながら、支援機関同士の連
携も深めることができています。

ハローワークも含めた入居機関全体で
連携して若年者、中高年者、子育て中
の世帯など、状況に応じた職業紹介・
生活相談サービスを希望する方にワ
ンストップで支援を行っています。就
職の準備段階から連携して支援でき
ることは利用者への良いアピールに
なっています。

※GJC=グッジョブセンターおきなわ
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＜一体的実施事業の取組事例③＞

青葉区就労支援サポートコーナー（宮城県仙台市青葉区）

仙台市とハローワーク仙台が連携し、支援対象者の就職に繋げる！

平成25年４月１日

事業開始

仙台市

○ 稼働年齢層へのケースワークにおいて、

就労の可能性、さらにハローワークに

つなげるべき対象者の選定を速やかに

行うよう会議等を通じて常に働きかけ

を行っている。

ハローワーク仙台

○ 支援対象者の就職活動を円滑に進め

るため、担当者制による個別支援を行

い、個々の状況に応じたきめ細かな支

援を行っている。

仙台市とハローワークの連携

○常設窓口について、区とハローワークが定期的に

打ち合わせを行い、共通認識を持って事業に取り

組んでいる。

○ 生活保護新任現業職員基礎研修（市主催）

ハローワーク職員が講師となり、新任ケースワーカーに生活
保護受給者等就労自立促進事業やハローワーク仙台の業務内
容等に関する研修を行うことで、事業に関する理解を深め、支
援対象者の円滑な支援に繋がっている。

○ 保護課とサポートコーナーが隣接

サポートコーナーで生活面の相談があった場合は、就労支援
員へ速やかに繋ぐなど、役割に応じたスピーディな連携を実
現。就労支援員からサポートコーナーへの誘導もスムーズに行

われている。※施設利用者数：１,５３２人（令和６年度）

連携の結果...

支援対象者数：実績200人（前年度比＋21％）、就職件数：実績140人（前年度比+33％）

効果

【ハローワーク仙台】
保護課の就労支援員とハロー
ワークの就職支援ナビゲー
ターが、保護課内にHWがあ
るという強みを十二分に活か
し、各情報を共有し、効果的に
連携することで支援対象者の
就職支援が円滑に実施できて
いる。

【仙台市青葉区】
保護課内にハローワークがあるこ
とでハローワーク就労支援ナビ
ゲーターと、保護課の就労支援員、
ケースワーカーとの間で、支援対
象者の生活上の課題も速やかに共
有することが可能となり、支援対
象者の生活状況を踏まえた効果的
な支援が実現できている。

双方の声
①令和６年度実績

②支援事例

＜生活保護受給者（40代 女性） 就労経験：パートで数ヶ月のみ＞
隣接する保護課の就労支援員による生活相談時に本人の就労意欲を確認できたことから、就労不
安の解消を図りつつサポートコーナーへ誘導。
支援開始当初は、就労への不安のため言葉が少なく、うつむき加減だったが、関係の構築に時間を
割いた結果、少しずつ笑顔が出てきた。準備が出来ているように見えたが、いざ応募になると面接が
恐怖でキャンセルを続けた。そのため就労支援員も同席し勇気づけを行い、何度も模擬面接を重ねて
不安を解消。結果として、正社員採用となり自立した。
保護課とサポートコーナーが隣接する強みを生かして、スムーズな就職支援に繋げることができた。

保護課が隣接（写真はサポートコーナー）

求人検索には就労

支援員も同席します
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